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諏
訪
部

八

泉田保育関(園児数68人)では、 8月 2日の夕方から夜にかけて、園児全員と保護者など約160人カ、

集ま って 「夕涼み会」を行いました。 この会は、友だちゃ家族とのふれあいを深めること が目的で、

フォークダ ンス・金魚、すくい・花火大会 (=写真)などの催しがありました。 なかでも、保母さんの巧みな

変装によるお化け屋岐では、お母さんに手を引かれて恐る恐る進む園児や最初から泣き出す岡児も い
て、大変な人気でした。
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市民と市長の日

「市民と市長の日 」を 9月2日

(月)午前 9時から正午ま で、 市役所

3階市長室で行いますの

~、ハ ヘハハハハハハ

農地問題相談日

「農地問題相談」 を9月2日(月)

午前 8時30分から午後 5時ま で、

市 役 所 2階農業委員会事務局で打

います。
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さらに粘り強い運動を

えつ広報

3
年
で
目
標
の
半
数
近
く
に

交通渋滞対策会議

F
 

市
は
、
慢
性
的
な
朝
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
一
昨
年
か
ら

かあ

な
た
の
協
力
ゆ
と
り
の
通
勤
マ
イ
ナ
ス
一

0
0
0
台
運
動
。
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
「
交
通
渋
滞
解
消
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

七
月
三
十
日
に
市
役
所
で
聞
か
れ
た
上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
(
会
長
・

宮
下
喜
市
上
田
商
工
会
議
所
会
頭
)
で
は
、
通
勤
マ
イ
カ
ー
の
減
少
な
ど

運
動
の
効
果
が
徐
々
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
目
標
実
現
に
向
け
、
今
後
も
さ
ら
に
粘
り
強
い
運
動
を
進

蜘

，第 941号

徐々に改善されつつある朝の交通渋滞(古舟通りで)

上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
は
、

刺
の
通
勤
時
間
帝
に
お
け
る
交
通
渋

滞
を
少
し
で
も
解
消
し
よ
う
と
、
市

民
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
、

関
係
行
政
機
関
な
ど
三
十
七
団
体
が

集
ま
り
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
八
年
四
月
か
ら
は
、
通
勤
マ

イ
カ
ー
の
一
千
台
削
減
を
目
標
と
し

た

「
交
通
渋
滞
解
消
運
動
」
が
、
同

会
議
の
提
唱
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は

i
①
公
共
交
通
機
関
(パ

ス

・
電
車
)
で
の
出
勤
②
自
転
車
・

バ
イ
ク
で
の
出
勤
③
時
差
出
勤
④
十

日
に

一
度
の
ノ

l
カ
l
デ

l
i
と
い

っ
た
四
つ
の
方
策
か
ら
な

っ
て
い
ま

す
。毎

年
間
台
ほ
ど
減
る

七
月
三
十
日
に
聞
か
れ
た
交
通
渋

滞
刈
策
会
議
で
は
、
ま
ず
市
交
通
対

策
課
か
ら
、
五
十
七
年
か
ら
毎
年
六

回
り
同

い
室
内
出
3
1
d

，i

、ぃ

‘9
4
Vへ
品川
也
此
仏
市
川
剥
咽
上
宜

の
結
果
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
運
動
開
始
前
の

五
十
七
年
に
一
万
百
七
十
九
ム
目
だ

っ

た
市
街
地
へ
向
か
う
通
勤
マ
イ
カ
ー

(午
前
七
時
か
ら
九
時
、
雨
天
を
除

く
平
日
平
均
)
は
、
運
動
後
の
五
十

八
年
に
は

一
万
四
台
、
五
十
九
年
は

九
下
八
百
五
十
台
、

六
十
年
は
九
千

七
百
十
八

h
と
毎
年
百
五
十
台
ほ
ど

減
っ
て
い
ま
す
。
運
動
前
の
五
十
七

年
と
比
べ
る
と
、

三
年
間
で
合
わ
せ

て
四
百
六
十

一
台
と
、
目
標
の
半
数

近
く
が
減
り
ま
し
た

(図
①
参
照
)。

特
に
、
千
曲
川
左
岸

(
上
田
橋
と

古
舟
惜
の
合
計
)
で
は
、

六
十
年
は

四
千
七
台
が
市
街
地

へ
流
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
は

4
十
七
年
に
比
べ

三
百

十
六
ム
け
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。

や
は
り
本
年
五
月
に
開
通
し
た
小
牧

惜
の
効
果
が
、
表
わ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

通
勤
時
間
も
短
縮

ま
た
、
市
内
周
辺
部
か
ら
市
街
地

へ
の
通
勤
マ
イ
カ
ー
の
所
要
時
間

(雨

天
を
除
く
平
日
平
均
)
も
、
運
動
前

の
五
十
七
年
に
比
べ
、
六
十
年
に
は

す
べ
て
の
路
線
で
時
間
同
縮
さ
れ
ま

し
た

(
図
②
参
照
)。
そ
の
七
路
械
の

市

T
h吋
取
町
恰
瑚
総
吋
陶
阿

川
川
、

L
L
ι
n
E札
よ
l

m叶
礼
W

に
も
な
り
、
通
勤
マ
イ
カ
ー
の
減
少

を
誕
づ
け
て
い
ま
す
。

千
曲
川
左
岸
で
は
、
上
田
橋
と
市

舟
橋
を
通
る
三
路
線
い
ず
れ
も
、
五

十
七
年
よ
り
約
七

i
十
五
分
制
縮
さ

れ
た
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

こ
こ
で

も
小
牧
惰
開
通
の

μ特
が
、
は

っ
き

り
出
て
い
ま
す
。
特
に
、
上
田
崎
経
由

の
川
西

支

所

西

武

交
差
点
間

(同

道
一
四
三
号
線
)
は
、
七
路
線
松
高

の
十
四
分
五
十
秒
の
短
縮
と
な

う
て

い
ま
す
。

千
曲
川
右
岸
で
は
、
畑
山
|
市
役

所
間
(
国
道

一
四
四
号
線
)
が
十
二

分
二
十
四
秒
の
対
縮
と
な
リ
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
国
道

一
八
号
線
に
出
る

川
原
柳
交
差
点
付
近
の
改
良
な
ど
が

彩
科
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

P
R
を
積
極
的
に

故
後
に
、
交
通
渋
滞
対
策
会
議
で

は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
か
交
通
渋
滞

が
解
消
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

今
後
の
運
動
方
針
と
し
て
、
通
勤
マ

イ
カ
ー
の

一
千
台
削
減
運
動
を
続
け

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
具
体
的
に

は
、
事
業
所
や
市
民
に
協
力
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、
P
R
拍
動
を

M
M開
的

に
行
い
、

H
際
達
成
に
向
け
hu
k
t
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戸 部 941

運
動
の
効
果
が
徐
々
に
上
が
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

戸
開
会
議
て
は
、
目
標
実
現
に
向
け
、
今
後
も

3
ら
に
粘
り
強
い
運
動
を
進

め
て
い
〈
こ
と
を
決
め
ま
し
と

部 941 り・~

調?tll年間1:'f:，jiJ 7 jI，'f-9 p~ 
(，，'j人をf>4~ ，t ，'r， r !!J， マイカ一通過交通量調査結果 (昭和57年一60年)
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⑧② 

滞
対
策
会
議
で
は
、
ま
ず
市
交
通
対

策
課
か
ら
、
五
十
七
年
か
ら
毎
年
六

月
に
実
施
し
て
い
る
交
通
状
況
調
査

べ

六

十

年

に

は

す
べ
て
の
路
線
で
時
間
短
縮
さ
れ
ま

し
た

(図
②
参
照
)。
そ
の
七
路
線
内

平
均
節
よ
桶
時
間
は
、
七
分
五
十
四
秒

は
、
事
業
所
や
市
民
に
協
力
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、

P
R
活
動
を
砧
傾
的

に
行
い
、
目
標
達
成
に
向
け
息
長
〈

運
動
t
H
R
け
る
、
、

l
t
t
L
て
い
ま
す

出発
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調 査区間

半 過 西武|県道上田稲荷山線
主立 | 体 17:50 1129'00" 123' 15" 120'05" 116' 18" 1企 12'

山 口交差点|古 舟 ιj 

山→市役所|国道 144号線 17:301131'00" 119' 43" 118' 40" 118'36''1 A 12'24 

1県道小諸上回線
中吉田→市役所 1i~JJà'.'~，~"fl<* ~~~ 17: 501124'00" 117'38" 121'39" 120' 13" 1... 3' 

71km !(祢津街道)

国道 18号線
屋→市役所|下 ';) 17: 451126'00" 124' 53" 119'55" 125' 34" 1企

マイカ一所要時間調査結果(昭和57年一60年)

60年
本年

59年58年57年主な通過路線

経由 地

県営住宅の入居者募集
県営住宅の入居者を次により 募集します。

募集団地・・・みすず台団地 (2種 ・2DKB・4戸)、

域団地 (1-2種・ 2KB-3KB' 5戸)

募集期間...9月 2日(月)-11日附

申 込 先・・・上小地方事務所建築課 (宮⑫1260・

内線304)

ボランティアへの誘い④
今回は、「盲導犬と共に歩む」と題し、峰の原高

原でペンションを経営する三好英雄さんのお話を

お聞きします。

とき ...8月29日(本)午後 1時 -4時

とニろ…点字図書ー館

申し込み "， 8月26日(1])までに電話でボランティア

コーナー(宮⑧ 2629)へ
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地震総合防災訓練を実施

9月1日は家族ぐるみで

九
月

一
日
の

「防
災
の
日
」
に
、

国

・
県
に
合
わ
せ
て
「
上
田
市
地
震

総
合
防
災
訓
練
」
を
実
地
し
ま
す
。

えつ広報

豊
殿
を
重
点
地
区
に

今
年
の
「
防
災
の
日
」
は
、
日
曜

日
に
あ
た
る
た
め
、
チ
ど
も
さ
ん
を

含
め
た
家
族
ぐ
る
み
で
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
で
す
。

九
月

一
日
は
、

ぜ
ひ
家
族
全
員
で
参

加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

訓
緋
内
容
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に

向
H

主
的
に
参
加
し
て
い
た
，
t

(

「避

戸第 941号

難
訓
練
」
と
、
豊
殿
地
区
を
重
点
地

区
と
す
る
「
総
合
防
災
訓
練
」
で
す
。

避
難
訓
練
は
午
前

9
時
叩
分

昨
年
の
長
野
県
西
部
地
一応
、
先
月

長
野
市
で
発
生
し
た
大
規
模
な
地
す

べ
り
災
害
の
例
を
み
て
も
、
災
害
が

予
想
さ
れ
る
時
の
円
滑
な
避
難
は
、

被
害
軽
減
の
最
も
有
効
な
手
段
と
い

え
ま
す
。

避
難
訓
練
は
、
午
前
七
時
十
分
ご

ろ
、
気
象
庁
か
ら
「
大
地
震
が
発
生

ル
1
7
D
品川
M
h
μ

υか
l'hn7
、
官
事
国
庄

の

刷
川
崎
慎

児
童
扶
養
手
当
制
度

山
く
ず
れ
な
ど
の
発
生
が
予
想
さ
れ

ま
す
」
と
い
う
想
定
で
、
地
民
予
知

情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
午
前
九
時

十
分
に
は
、
上
田
市
鴨
川
戒
対
策
本
部

長
か
ら
有
線
放
送
、
有
線
テ
レ
ビ
、

消
防
自
動
車
な
ど
を
通
じ
て
件
報
を

発
し
、
全
市
民
に
避
蹴
の
勧
告
・
指

示
を
発
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

自
主
的
に
各
尚
治
会
で
定
め
た
避
難

場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
治
会
で
は
自
主
防
災
隊

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
に
防
災
訓
練
計
画
を
た
て
て
い

た
だ
き
、
家
族
ぐ
る
み
で
の
非
常
持

出
し
訓
練
、
避
難
訓
練
や
初
期
消
火

訓
練
、
消
火
器
取
扱
訓
練
な
ど
を
実

施
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
は
午
前
叩
時

「
午
前
十
時
に
、
駿
河
湾
を
震
源

と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、
上
田
市

全
域
、
特
に
豊
殿
地
区
で
大
き
な
被

害
が
生
じ
た
」
と
の
想
定
で
実
施
し

ま
す
。
豊
殿
小
学
校
の
校
庭
に
は
、

現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、

救
護
訓
練
、
給
食
訓
練
、
給
水
訓
練
、

被
害
調
査
訓
練
や
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
水
防
訓
練、

放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

豊
殿
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
で
き
る

だ
け
参
加
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し

キ
か
ふ

1
。

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
鈷
を
か
不
用

品
受
録
情
報
u

と
し
て
、
月

一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
な
鈷
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
。

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り

引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

副

別

活

す

mu
一ぃ

一

川

「

生

弘

法

己

目

一

配

ド

屋

川

均

給

川

H
一
七
一
ド

M

ク

ツ
部

供

ア

バ

唖

川

は
一て一

旬

叶

;

川

日

ン

ベ

の

子

リ

l
街
1

つ

一

ベ

ト

台

ラ

ン

一

ブ

用

デ

ー
)
に
と

肘

一

ト

ト

刈

バ

肝

畑

一明

細
一
け
い
直
一
桝

V

九一肌
一忠雄……

I
V

一ベ

ベ

す

コ

電

扇

換

洗

ソ

プ

物

自

シ

ド

下

一
1
お
董

伸
一料

相

明

い

問

問

円

料

い

胴

い

胴

明

、

丸

一
引

い

比

耐
一

ωω
ム
n
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∞

∞

合

∞
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ω
∞
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一
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パ
ペ
ー
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無

J
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L
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無

し

J

L

J

J
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沢
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話

m
l
闘
い
一
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山
線
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心

刺
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切

m
r

一
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4

る
銅
一

つ

ω
ピ

「

一

M
m
市川ぽ

き
登
一

ず
叫
わ

ゴ

一

川

被

いん

で
も
一

ゆ
②
ぺ
川

は
一

一

刊

日

目

∞

一

周

司

-K
E
v--

一り
一

サ

向

U
Mふ
ド

ー;
ダ

劃
の
一

物
け
フ
た

河

一

i
ト

マ

ヤ

ヤ

ツ
ト

鴻

イ

船

じ
も
一

品
係
ラ
く

ゆ
一

機

小

イ

ン

心

ツ
楊
一
フ
恥

心
な
一

い
活
ト
承

燥

一

タ

タ

ザ

ム

ル

片

山

川

プ

ー'川
ふ
げ
ん一

た
生
の
了

乾

サ

ン

ク

ク

、

一
」
ブ
物
型
イ
竹崎
7
小
ど
一

り
集
凌
御

率

ん

一

コ

自

イ

イ

オ

タ

小

小

タ

用

ゆ

す

境

介

で

機

、

、

、

図

油

文

物

L

R

三

ふ

ジ

エ

制

ん

わ

ウ

セ

型

石

和

A

O

ゆ
環
紹
の

不用品登録情報(主なもの)す

(
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
)。
従

来
か
ら
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

引
き
続
き
郵
便
局
で
、
証
書
を
使
っ

受
け
て
い
て
、
障
害
福
祉
年
金
に
も

該
当
し
て
い
る
人
は
、
受
給
金
制
を

減
傾
し
て
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が



-郁

訓
川
料
内
存
は
、
市
民
の
砕
き
ん
に

n
r的
:
参
加
l
J
て
い
と
ど
く
「
避

m 941号~

ろ
、
気
象
庁
か
ら
「
大
地
長
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
リ
、
家
屋
の
倒
壊
、

だ
け
参
加
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

ふと

ンューー

エアコ

編機

スノfイ

スノ〈イ

ガスオー

セミタ~

製図小:

石j由小

和文タ

漬物用1

0じゅ。

)I(tず円

環境語
。紹介旬

めで徒

す
(
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
)。
従
受
け
て
い
て
、
障
害
福
祉
年
金
に
も

来
か
ら
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
該
当
し
て
い
る
人
は
、
受
給
金
額
を

引
き
続
き
郵
便
局
で
、
証
書
を
使
っ
減
額
し
て
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が

で

受

け

取

れ

ま

す

。

で

き

ま
す
。

ま
た
、
従
来
十
二
月
受
取
分
は
、
〈
手
当
の
不
正
受
給
に
つ
い
て
〉

十
一
月
十
一
日
以
降
に
受
け
取
れ
ま
手
当
を
不
正
に
受
給
し
て
い
た
人

す
る
人
は
、
受
給
理
由
(
離
婚
、
死
し
た
が
、
六
十
年
度
か
ら
は
十
二
月
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万

別
、
遺
棄
な
ど
)
が
発
生
し
た
日
か
に
な
ら
な
い
と
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。
円
以
下
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
ま
し
た

ら
五
年
間
が
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な
〈
新
し
い
年
金
制
度
と
の
関
係
〉
が
、
六
十
年
八
月
一
日
以
降
の
不
正

く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
正
当
な
理
現
在
、
夫
が
重
度
の
障
害
者
と
い
受
給
に
つ
い
て
は
、
三
年
以
下
の
懲

由
(
震
災
、
風
水
害
な
ど
)
の
あ
る
う
理
由
で
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
を

人
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
請
求
で
き
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
障
害
科
せ
ら
れ
ま
す
。

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基
礎
年
金
制
度
が
発
足
し
た
場
合
、
お
問
い
合
わ
せ
先
・
:
福
祉
課
家
庭
児

〈

手

当

の

受

取

方

法

〉

原

則

と

し

て

手

当

を

受

け

取

る

こ

と

童

相

談

係

(

宮

⑫

4
1
0
0
内
線

昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降
に
申
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

3
7
2
・
3
8
3
/
有
線
②
0
7

請
す
る
人
は
、
口
座
振
込
に
な
り
ま
た
だ
し
、
従
来
児
童
扶
養
手
当
を

9
1
)

児
童
扶
養
手
当
制
度部

改
正
に

8
月
か
ら

児
坑
扶
益
子
当
制
度
は
、
父
と
生

計
を
同
し
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育

て
ら
れ
る
家
庭
の
生
活
安
定
と
自
立

の
促
進
に
役
立
て
る
た
め
、
児
童
扶

長
千
当
を
支
給
し
て
、
福
祉
明
進
を

凶
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
代
て
は
、
離
婦
に
よ
り
受
給
者

と
な
る
場
合
が
符
し
く
増
加
し
て
い

だえ

ー一一血

ま
す
。
こ
の
た
び
、
離
婚
し
た
父
の

所
得
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、

制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
八
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〈
手
当
の
額
と
所
得
制
限
〉

別
表
の
と
お
り
で
す
。

〈
請
求
期
限
〉

こ
れ
か
ら
手
当
を
請
求
し
よ
う
と

手当相
改正前 改」正後

11簡 Aちー
(月 狐) 32，700円 33，000円

(全制支給) 扶養親族 所沢打浪j支古H 2人以上の

33，000円 1人 779千円未満
児童の加算

母

子
手 (一部停止)扶養親族 所得限度額 第2子
当 779千円以上-I 5，000円

古貢 22，000円 1人 1，935千円未満

人
扶養親族 所得限度額 第3子以降グ〉

世
支

(全額停止) I 1人

帯 1人 1，935千円以上 2，000円
キ合

[経過措置}の
命IJ

士是
限

7月末日までに手当を受けられることになった人

よ口入 については、改正前の所得制限限度額(扶養親族 1人

1，935千円以上-2，438千円未満)の場合、昭和60年

8月から昭和61年 7月まで22，000円支給きれます。

つ一ー(5)一一一一 Bf'{和60年 8月16日 広 報

児童扶養手当の額と所得制限

※母以外の養育者についての所得制限は、別に定められてい

ます。

記
念
品
を
各
世
帯
に

税
収

市
税
収
入
が
、
昭
和
五
十
九
年
度

決
算
に
お
い
て
百
億
円
を
超
え
、
歳

入
に
占
め
る
割
合
も
四
七
・
九
%
の

見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。

市
税
は
、
豊
か
な
市
民
生
活
を
築

く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
道
路

や
橋
を
造
っ
た
り
、
学
校
や
保
育
園

の
建
設
な
ど
に
税
金
は
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
ゃ
体
の
不 0

0
億
円
に
感
謝

自
由
な
方
の
福
祉
、
子
ど
も
の
健
康

診
断
な
ど
も
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す。
市
税
収
入
が
伸
び
て
、
市
の
自
主

財
源
が
増
え
る
と
、
市
民
の
要
望
に

対
し
て
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
弾
力

性
の
あ
る
市
政
の
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
市
税
収
入
が
百
億
円
を

超
え
、
歳
入
の
五
割
近
く
を
占
め
る

に
い
た
っ
た
の
を
機
会
に
、
市
民
の

皆
様
の
納
税
協
力
に
感
謝
し
て
、
各

御
家
庭
に
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
記
念
品
と
し
て
「
ク
ッ
キ
ン
グ

パ
ッ
ク
」
を
お
贈
り
し
ま
す
。

記
念
品
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
八

月
下
旬
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。
万
一
、

届
か
な
い
御
家
庭
が
あ
り
ま
し
た
ら

市
役
所
収
税
課
ま
で
、
御
連
絡
く
だ

去
」
い
。

連
絡
先
・
:
収
税
課
管
理
係
(
宮
⑫
4

1
0
0
内
線
2
4
1
/
有
線
②
0

6
9
1
)
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ニ
ジ
マ
ス
な
ど
を
つ
か
み
取
り
V

8
月
4
日
、
市
内
国
分
に
あ
る
国
分
神
社
わ
き
の
小
川
で
「
魚
つ
か
み

取
り
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ふ

だ
ん
あ
ま
り
経
験
で
き
な
い
魚
の
つ

か
み
取
り
と
あ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
人
気
を
呼
び
、
夏
休
み
中
の
小
学
生

な
ど
約
川
人
い
か
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、

川
に
放
流
さ
れ
た
コ
イ

(
却
匹
)と

ニ
ジ
マ
ス

(
削
匹
)
を
真
剣
な
表
情
で
っ
か
み
ま
し
た
。

え

d>.~ 
企熱気あふれる綱引き大会

つ広報，第 941号141 号・ー

込
σ
ku〉
¢
つ

p
h
u
h
5
!
b
p
m
p
r
p
h
r
D

第2回「女子学童綱引き大会」が 8月 3日、市民体育館で58チームが

則して行われました。 この大会は、 小学生の女子を対象としたもので、

低学年 (1- 3年 )、高学年 (4-6年 )、フ リー(1 -6年)の 3部門で争

bれまし た。競技が始まると、 1チーム10人の選手たちは、お母さんな

問声援を受けながら「ヨイショ、ヨイシヨ」と!懸命に綱を引きました。

代、男子の第 7回「学童野球大会」も 、 8月 3日から 6日まて¥市 ・

柑の両球場で行われ、 63チームが炎天下の中で熱戦を展開しました。

、II!!IT
;Ii司、

夏て
みい

市
民
の
夏
祭
り
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
が
、

7
月
幻
自
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、
目
抜
き
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
、

h
川に
B
汗
M
R九
l

ハ川lR
山
門

b
u
F
E
「
ぎ

-l
p
ー
パ
L
tl
J

企水生生物で川の水質調査
7月29日、小学生約80人が参加して、第10回「子供公害

社室」か聞かれました。子供たちは、市内を流れる矢出沢

111と神川てつk生生物を採取した後、上野ケ丘公民館で信州|

枠繊維学部の桜井善雄教授から、水生生物と 川の汚れの

簡保について学びました。 その結果、矢出沢川にはヒルや

:ズムシ などカ、多く水質は比較的汚れており、 神川 にはト

tゲラやカゲロウが多く水質はきれいであることがわかり

1した。
市て‘は、だれでも簡単に河川の水質を調べることができ

~ r水生生物による水質の調査法」のパンフレ ッ 卜を作成

Lまし た。 このパンフレ ッ 卜は、生活環境課で無料で配布

;てL、ま すので、御利用ください。

を



第2回

参加 して4
低学年(1 

われまし:

どの声援 i
また、男J

県営の両3

7月291

教室」 が F
"1と神川 d

犬学繊維さ

関係につ L

ミズムシて

どケラ Jや3

ました

市ては

も「水生井

w ましアニ。
--c~、ま勺

第 941号ー

市
民
の
夏
祭
り
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
か
、

7
月
幻
自
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、
目
抜
き
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
、

約

6
万
人
の
人
出
で
に
き
わ
い
ま
し
た
。

ま
す
、
午
後

5
時
の
交
通
規
制
と
同
時
に
各
所
か
ら
「
み
こ
し
」
が
繰

り
出
し
、
樽
(
た
る
)
み

こ
し
な
ど

H
基
が
所
狭
し
と
練
り
歩
き
ま
し
た
。

続
い
て
、

7
時
初
分
に
は
「
上
田
わ

っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
。

自
治
会
や
事
業
所
な
ど
か
ら
参
加
し
た
過
去
最
高
の
踊
り
手
約

1
万
4
千

人
は
、
生
演
奏
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
と
は
か
り
に
元

気
よ
く
踊
り
ま
し
た
。

今
年
は
、

N
H
K
「
真
田
太
平
記
」
の
放
映
を
記
念
し
て
、
中
央
交
差
点

に
真
田
一
族
の
武
者
が
姿
を
見
せ
た
り
、
お
祭
り
広
場
の

4
か
所
で
か
が
り

火
が
た
か
れ
る
な
ど
、
祭
り
の
ム

l
ド
は
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ

上
回
わ
っ
し
ょ
い
に

6
万
人

威
、〈 勢

の
よ

叫 iL、
樽

た
る

み

し

fごえつ一(7)一一一一昭和60年 8月16日 広報

長野県県民芸術祭参加

信州民謡大会にお出かけを
チャリティーカットを実施

長野県などの主催による「信州民謡大会」が、

次により開催されます。大勢の皆さん 、お出かけ

くださし、。入場料は無料です。

と き...9月 8日(日)午前 9時30分~午後 3時30分

ところ ・・・上田市民会館

上小美容師組合の ボランティアグループでは、

次により「チャリティーカ y ト」を行います。

カ 卜料は1，500円てすが、売り上げの全額を市

の社会福祉 法令 に寄 付し ます。

と き・・.9月 9日(!j)午後 1時 -6時

ところ ・・・上回男尺自ijf.3"令キャ ラリー
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お知らせ
ベ

市
職
員
を

募
集
し
ま
す

つ

一
般
事
務
・
保
母
・
土
木
技
術

戸第 941号

~ 総
務
課
職
員
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
2
2

有
線
②
0
6
5
1

市
で
は
、
次
に
よ
り
市
職
員
ご

般
事
務
・
保
母
・
土
木
技
術
)
を
募

集
し
ま
す
。

〈
資
格
〉

マ
一
般
事
務
A

(大
卒
程
度

)
l昭

和
三
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

マ
一
般
事
務

B

(高
卒
程
度

)
l昭

和
四
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

マ
国
体
川
博
{
百
円
H
L人
骨
午
凶
住
市
悦
d

え広報

同
附
加
出

y=-

~ 

市は7月24日、国鉄上田駅前広どに股置

されている自電車を一斉に徹去しましだ。

この白は、駅前商居会の皆さんなど約30人
ガ参加して、駅周辺10か所の歩道などに版

置されてい芝自甑章163台とバイク6台を片

づけまし定。

十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
母
の
資
格
が
あ
る
人
、

ま
た
は
来
年
三
月
末
日
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人

マ
土
木
技
術

A

(大
卒
程
度

)
l昭

和
三
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
の
土
木
工
学

科
を
修
了
、
ま
た
は
来
年
三
月
末

日
ま
で
に
修
了
見
込
み
の
人

マ
土
木
技
術

B
(
高
卒
程
度
)

H

H

昭

和
四
十

一
年
四
月
二

日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
校
の
土
木
科
を

修
了
、
ま
た
は
来
年
三
月
末
日
ま

で
に
修
了
見
込
み
の
人

※
た
だ
し
、
ど
の
職
種
も
昭
和
六
十

年
四
月
一
日
現
在
、
上
田
市
民
で

あ
る
人
、
ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た

め
一
時
他
市
町
村
に
住
ん
で
い
る

が
家
族
は
上
田
市
民
で
あ
る
人

〈
試
験
日
・
科
目
〉

十
戸
月
七
日
制
午
前
八
時
受
付
、

を
き
れ
な
か
っ
た
方
で
、
今
回
か

ら
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
八

月
三
十
一
日

ωま
で
に
保
健
予
防

同
八
時
三
十
分
試
験
開
始

マ
一
般
事
務

A
(
大
卒
程
度

)
1教

養
、
専
門
試
験

マ
一
般
事
務

B
(
高
卒
程
度
)

H

H
教

養
、
適
性
試
験

マ
保
母
(
短
大
卒
程
度

)
l教
養
、

体
育
、
音
楽
試
験
(
音
楽
試
験
は

十
一
月
十
日
間
に
実
施
)

マ
土
木
技
術

A
(
大
卒
程
度

)
l教

養
、
専
門
試
験

マ
土
木
技
術

B

(高
卒
程
度

)
l教

養
、
専
門
試
験

〈
人

目貝
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に

あ
り
ま
す
)

マ
履
歴
書
及
び
最
終
学
校
成
績
証
明

書
(
高
校
在
学
者
は
、
統
一
応
募

書
類
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
人
に

つ
い
て
は
、
総
務
課
に
あ
る
も
の

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
)

マ
資
格
証
明
書
ま
た
は
資
格
取
得
見

込
証
明
書
(
保
母
)

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
を
記
入

し
て
く
だ
き
い

)

〈
申
込
先
・
期
限
〉

十
月
一
日
閃
か
ら
十
月
三
十
一
日

同
ま
で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職

員
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
育
・
育
児
の

テ
レ
フ
ォ
ン
相
談

上
田
青
年
会
議
所
で
は
、
次
に
よ

り
「
教
育
・
育
児
テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。

学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、
進
路
問

題
、
非
行
問
題
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
専
門
の
先
生
(
約
十
五
人
)
が

電
話
で
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
八
月
二
十
五
日
間
午
前
十

時

1
午
後
三
時

電
話
番
号
:
・
⑫
0
0
0
0

教
育
講
演
会
も

同
時
開
催

上
田
青
年
会
議
所
で
は
、
教
育
に

関
係
し
た
講
演
会
も
同
時
開
催
し
ま

す
。
大
勢
の
皆
様
、
御
来
場
く
だ
さ

と
き
:
・
八
月
二
十
五
日
間
午
後
一

時

i
一
一
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
西
武
三
階
市
民
ギ
ヤ

ラ
リ
ー

テ
l
マ
:
・
「
子
供
め
能
力
を
最
大
限

に
伸
ば
す
に
は
」
(
サ
ブ
テ
ー
マ
ー

い
ト
し
め
、
社
什
片
付
、
通
口
気
合
川
、
且
旦
肱
川
町

検
査
日
程
・
・
十
一
月
五
日
附
か
ら
向

八
日
倒
ま
で
各
地
区
を
巡
回

申
込
方
法
・
:
九
月
十
四
日

ωま
で
に

2期

司 2期

拒
否
を
克
服
し
て
・
:
)

講
師
・
:
長
野
県
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ

研
究
会
会
長
・
上
田
高
校
校
長

松
本
文
男
さ
ん

国
際
青
年
年
記
念

講
演
会
を
開
催

青
少
年
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

本
年
は
、
国
連
が
提
唱
す
る
国
際

青
年
年
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
を
機
に
青
年
の
社

会
参
加
を
促
進
し
、
国
際
性
を
養
う

た
め
、
多
く
の
青
年
団
体
の
参
加
を

得
て
国
際
青
年
年
事
業
実
行
委
員
会

を
組
織
し
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
一

環
と
し
て
次
に
よ
り
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
青
年
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
様
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。と
き
:
・
九
月
十
九
日
同
午
後
七
時

か
ら

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル

講
師
:
・

N
H
K
外
信
部
副
部
長

・

柳
沢
修
さ
ん
(
小
諸
市
出
身
)

演

題

:
・
日
本
人
と
外
国
人
日
本

ーへ
H
U
炉
、
よ
J
'内

r勺
仇
札
呼

L
い
守
色
九
V

仕)です。



寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

3
回
目
は

9
月
9
日

保
健
予
防
謀

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
0

有
線
②

0
7
2
1

だ

「
寝
た
き
り
老
人
を
か
か
え
る
家

族
の
会
」
が
、
五
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
寝
た
き
り
の
お
年

待
り
に
快
適
な
療
長
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
き
、
者
誕
さ
れ
る
家
族
の
皆

さ
ん
も
健
康
で
介
護
で
き
る
よ
う
に

と
、
来
年
三
月
ま
で
計
六
回
聞
か
れ

ま
す
。

第
三
回
目
は
、
調
理
実
習
「
寝
た

き
り
老
人
の
食
事
と
栄
養
」
で
す
。

今
回
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
御
出
席
く
だ
さ
い
。

と

き

・
・
九
月
九
日

ω午
後
一
時
三

十
分

1
同
時

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
役
所
南
庁
舎

・
保

健
セ
ン
タ
ー

(
二
階
)

対
象
者
・
:
円
似
た
き
り
主
人
を
か
か
え

る
家
族

内

容

:
・
調
理
実
習
「
寝
た
き
り
老

人
の
食
事
と
栄
養
」

持
ち
物
:
・
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

手
ぬ
ぐ
い

申
込
方
法
・
・
・
前
固
ま
で
に
申
し
込
み

えつー (9)ー一一 昭和60年 8月16日 広報

を
き
れ
な
か

っ
た
方
て
、
今
回
か

ら
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
八

月
三
十

一
日

ωま
で
に
保
健
予
防

課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

そ
の
他
:
・当
日
介
護
を
代
わ

っ
て
く

だ
さ
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
こ

ち
ら
か
ら
介
護
者
が
伺
い
ま
す
の

で
、
申
し
込
む
際
に
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

肺
ガ
ン
検
診
の

受
診
者
を
募
集

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

市
で
は
、
「
肺
ガ
ン
検
診
」
を
実
施

し
ま
す
が
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

対
象
者
・
・
・
①
お
お
む
ね
四
十
歳
以
上

の
人
、
②
(
一

日
の
喫
煙
本
数
)

×
(
喫
煙
年
数
)
が
四
百
以
上
の

人
、
③
家
族
に
肺
ガ
ン
の
既
往
の

あ
る
人
、
④
瑛
(
た
ん
)
及
び
血

慌
の
で
る
人
、
⑤
粉
じ
ん
な
ど
の

多
い
生
活
環
境
の
人

検
査
方
法
:
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
、

か
く
疾
細
胞
診

検
査
料
・
・
・
千
円

総
務
課
職

員
係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
査
日
程
・
・十
一
月
五
日
閃
か
ら
同

八
日
幽
ま
で
各
地
区
を
巡
回

申
込
方
法
:
・
九
月
十
四
日

ωま
で
に

住
所
・
氏
名

・
年
齢

・
職
業
を
電

話
ま
た
は

ハ
ガ
キ
で
、
保
健
予
防

課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

定
員
・
:
四
百
人
(
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
)

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す

名
宮古
O屋
5税
2関

，.....、匡七

6皿

視5 
部3 

4 

税
関
で
は
、

お
預
り
し
て
い
る
次

の
通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

O
終
戦
後
、

外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税
関

ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨

・
証
券
な
ど
。

O
外
地
の
集
結
地
で
総
領
事
館
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、

日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の
。

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
は
も
ち

ろ
ん
家
族
の
方
も
で
き
ま
す
。
お
心

あ
た
り
の
方
は
、
次
へ
御
連
絡
を
。

干
4
5
5

名
古
屋
市
港
区
入
船

一
一
|
三
l

一
二
名
古
屋
税
関
監
視

部
総
括
許
可
通
関
部
門

テ
ー
マ

:
「
子
供
の
能
力
を
最
大
限

に
伸
ば
す
に
は
」
(
サ
ブ
テ
ー
マ
ー

い
じ
め
、
非
行
、
無
気
力
、
登
校

柳
沢
修
さ
ん
(
小
諸
市
出
身
)

演

題
・
:
日
本
人
と
外
国
人
l
日
本

人
は
ど
、
7
み
ら
れ
て
い
る
か

9月の乳幼児健康診査
。受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

。母子健康手帳とパスタ オル(4・10か月児)、ハブラシ(1歳 6
か月児)をお持ちくだきい。また、 1歳6か月 児は赤ちゃん

手帳の中にある健康診査察を記入 してお持ちくださ い。

4z3エ、 t易 健診 実施日 弁f 象 児

4か月児
9月3日 60年 4月16日-4月30日生

9月17日 60年 5月 1日-5月15日生

10か月児
9月5日 59年10月16日-10月31日生

上田市保健センター 9月18日 59年11月1日-11月15日生

(市役所南庁舎2階) 9月6日 59年 2月16日-2月29日生
l歳6か月児

9月25日 59年 3月1日-3月15日生

9月12日 57年 8月1日-8月15日生
3 歳児

9月13日 57年 8月16日-8月31日生

4か月児
9月10日

60年 4月16日-5月15日生
塩田母子健康センター

10か月児 59年10月16日-11月15日生
(l孟困地区)

l歳6か月児 9月24日 59年 1月16日-3月15日生

4か月児 60年 4月16日-5月15日生
川西社会福祉センター

10か月児 9月11日 59年10月16日-11月15日生
(川西地区)

1歳6か月児 59年 2月16日-3月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車でのおいでは御遠慮、ください。
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勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

教
養
講
座
の

受
講
生
を
募
集

動
労
青
少
年
ホ
1
ム

宮
⑫
7
1
1
7

勤
労
行
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
か
、
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
方
を
対
象

に
、
次
の
教
養
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

御
希
望
の
人
は
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

(
開
館
時
間
午
後

一
時
i
九
時
)

へ
必
ず
来
館
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
社
交
ダ
ン
ス
教
室
(
初
級
)

コ
ー
ス
H
H
木
曜
日
コ
ー
ス
(
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分
)

期

間

l
九
月
十
九
日
か
ら
十
二
月

末
ま
で

代

用

リ

受
講
料
月
額
千
円

定

貝

H
H
五
十
名

マ
着
付
教
室

コ
ー
ス

1
水
脱
臼
コ

l
ス
・
金
曜
日

コ
ー
ス
(
午
後
六
時
三
十
分
か
ら

八
時
三
十
分
)

期

間

H
H
九
月
十
八
・
二
十
日
か
ら

十
二
団

代

用

H
H
受
講
料
(
十
二
同
分
)
二

千
円
、
テ
キ
ス
ト
代
四
百
円

えつ広報

住
宅
金
融
公
庫

個
申人
し住
込宅
み建
受設
付資
中金

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所

宮

0
2
7
2
⑨
6
6
5
5

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対

し
て
、
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し

込
み
受
け
付
け
を
次
に
よ
り
行
っ
て

い
ま
す
。

'tI::. 
l口

570万円
(630万円)

630万円

木

510万円

個人住宅建設資金の融資額・利率

融資限度額

780万円

710万円
(780万円)

簡耐耐火

640万円

目
降
一
%

率
一
年
一

;

日
以
一

7

手IJ

当初
10年 間

5Om' - 110m'以下 1 5.5%

110m'超-135m'以下 16.5%I/~'~~~ \ I 7.2% 110m'超-135m'以下)1(6.0%) 

135m'超-165m'以下 17.2% 7.2% 

住宅の床面積

受
付
期
間
・
・
・
八
月
十
五
日
同
か
ら
九

月
十
日

ωま
で

選
定
方
法
:
・
選
考
(
無
抽
選
)
に
よ

り
行
い
ま
す
。

融
資
額
・
利
率
:
・
別
表
の
と
お
り

返
済
期
間
:
・
木
造
の
場
合
二
十
五
年

以
内

申
込
場
所
:
・
住
宅
建
設
場
所
と
同
一

県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
庖
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

生
涯
学
習
の

N
H
K
学
園

秋
の
通
信
講
座

受
講
生
を
募
集

N
H
K
学
園

8
0
4
2
5
⑫
3
1
5
1
 

)内は老人同居などの場合

N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
六
十
年

度
秋
の
「
生
涯
学
習
講
座
」
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ
ー
ト

の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も
自
宅

に
い
な
が
ら
自
分
の
都
合
の
よ
い
時

間
に
、
自
分
の
ペ

l
ス
で
学
べ
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

講
座
名
:
・
書
道
、
硬
筆
、
楽
し
い
母

と
子
の
書
き
方
、
簿
記
、
俳
句
、

短
歌
、
古
典
、
美
し
い

日
本
語、

文
章
、
絵
画
、
間
持
、
英
語
、
数

学
、
国
語
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
写
真
、

v
r
-
P
1
1
ふ
A
e
l
n
H
1
2
s
'
・づ
/

爪

り

1十
1
ム
ハ
槍
者
僻
砂
臥

z
r
h
A

方
③
融
資
限
度
額

1
四
百
万
円

④
利
率

l
年
七
・

O
%

十
コ

l
ス
で
、
自
分
の
力
量
に
適

し
た
コ

l
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

受
講
資
格
・
:
ど
な
た
で
も

受
付
期
間
・
・
・
十
月
十
日
ま
で

案
内
書
:
・
詳
し
い
案
内
書
を
御
希
望

の
方
は
、
「
干

1
8
6

東
京
都
国

立
市
富
士
見
台
二
三
六

N
H

K
学
園

C
T
係
」
へ
講
座
名
と
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
書
い
て

ハ
ガ
キ
で
御
請
求
く
だ
さ
い
。

長
野
県
美
術
展
を

開
催
し
ま
す

県
、
信
州
美
術
会
な
ど
主
催
の
「
長

野
県
美
術
展
」
が
、
次
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

と
き
:
・
九
月
十
一
日
附
1
同
十
七

日
刈

と
ニ
ろ
・
:
中
央
公
民
館

(
上
田
市
文

化
セ

ン
タ
ー
)

入
場
料
:
・

一
般
四
百
円
、
高
校
・
大

学
生
二
百
円
、
中
学
生
百
円

I
l
l

・
-
-
-

作
品
の
応
募
は
、
八
月
二
十
五
日

制
に
搬
入
場
所
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
。
出
品
料
・
大
き
さ
な
ど
詳
細

は
、
尾
沢
千
春
き
ん
へ

含
⑫

4
3
3

q
l
v
ι
Z
れ‘よね同同い
A
u
b
#
、/、、村九拘ぜい
。

台

数

:
・
当
日
決
定

公
売
公
告
の
場
所
:
・
市
役
所
、
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
0
5

六
十
年
度
第
二
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
が
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

と
き
:
・
十
月
十
八
日
幽

と
こ
ろ
:
・
上
田
合
同
庁
舎
、
建
設
業

会
館
、
市
消
防
会
館

試
験
の
種
類
:
・
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

願
書
受
付
・
:
八
月
二
十
六
日
聞
か
ら

同
三
十
一
日
出
ま
で
に
、
本
人
が

直
接
、
財
団
法
人
・
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

受
験
願
書
な
ど
・
・
・
受
験
願
書
お
よ
び

試
験
実
施
案
内
は
、
消
防
本
部
予

防
課
と
上
小
地
方
事
務
所
総
務
室

に
あ
り
ま
す
。

1
l
l

・
-
-
-

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
事
前
講
習

会
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

と
き
:
・
九
月
三
十
日
間

と
ニ
ろ
・
:
上
田
合
同
庁
舎

受
講
申
込
期
間
・
:
九
月
二
十
日
幽
か

ら
同
二
十
八
日
出
(
た
だ
し
、
期

間
内
で
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ

8
1す
」

規
格
・
材
料

l
A
級
・

B
殺
は
川
ヅ

切
(
三
十
九
仰
×

μ
十
阿
川

J

以

下、

C
級
・

D
糾
は
ギ
さ
い

(
h



京
市
ア
ジ
ア
お
年
の

受
け
入
れ
家
庭
を

募
集
し
ま
す

青
少
年
限

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

?三

総
務
庁
は
、
凶
際
交
流
の
一
環
と

し
て
、
十
川
年
「
ぃ
米
市
ア
ジ
ア
セ
リ
年
の

船
」
を
実
地
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
問
凶
の
青
年
が

相
圧
の
友
川
町
と
理
解
を
促
進
さ
せ
、

訂
作
?
の
同
際
的
視
野
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
東
南
ア
ジ
ア
の
青
年
た
ち
が
、

卜
一
月
に
上
田
市
を
訪
問
し
ま
す
の

て
、
市
内
滞
作
中
の
民
泊
家
庭
を
次

に
よ
り
必
集
し
ま
す
。

勧
問
予
定
・
:
十
一
月
二
十
一
日
附
か

ら
ニ
ト
川
口
川
(
三
泊
四
日
)

民
泊
・
:
十

一
月
二
十
二
日
制

・
二

十
三
日

ω

訪
問
者
・
・
東
南
ア
ジ
ア
の
青
年
(
十

八
歳
か
ら
三
十
歳
)
男
女
三
十
五

名
民
泊
家
庭
募
集
数
・
:
十
八
家
庭
(
二

名
の
受
け
入
れ
を
原
則
と
し
ま
す
)

申
込
先
:
i
川
少
年
課
へ
屯
話
で
御
述

紡
く
だ
さ
い
(
申
し
込
み
が
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
:
・
九
月
十
日

ω

えつ一-ωー一一一 昭和60年 8月16日 広 報

設
備
資
金
に

環
衛
公
庫
融
資
の

御
利
用
を

一

環
境
衛
生
金
融
公
庫
で
は
、
飲
食
・

理
符
・
美
容

・
旅
館
・
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
環
境
衛
生
関
係
営
業
の
方
々

が
必
要
と
す
る
設
備
資
金
を
御
融
資

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
衛
生
面
の

向
上
・
経
営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、

庖
舗
の
新
・
増
・
改
築
や
器
具

・
備

品
の
購
入
な
ど
に
融
資
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

〈
一
般
貸
付
〉

①
融
資
限
度
額

1
業
種
に
よ
り
三
千

五
百
万
円
以
内

1
九
千
万
円
以
内

②
利
率

l
基
準
利
率
年
七

・
五

%

③
融
資
期
間

l
十
年
以
内

④
慌
置
期
間

l
原
則
一
年
以
内

⑤
返
済
方
法
H
原
則
元
金
均
等
返
済

⑥
保
証
人
リ
原
則
一
名
以
上
(
会
社

の
場
合
は
代
表
者
の
ほ
か
一
名
以

上
)

⑦
姐
保

1
必
要
に
応
じ
て
提
供

〈
小
企
業
等
特
別
貸
付
〉

①
常
時
使
用
の
従
業
員
数
が
五
人
以

下
の
会
社
ま
た
は
個
人

②
環
衛
組
合
な
ど
の
推
薦
を
受
け
た

環
境
衛
生
金
融
公
庫

宮

0
3
(
5
8
2
)
5
4
1
1

ピ 学 文
子、章

オ国
方 語 絵
メ、画

7 フ

の ア 囲
十ミ碁

講 |英

座写語
.真
五、数

+刀

③
融
資
限
度
額

1
四
百
万
円

④
利
率

1
年
七
・

f
%

⑤
融
資
期
間

l
何
年
六
か
月
以
内

た
だ
し
、
融
資
額
二
百
万
円
超
は

五
年
以
内

据
置
期
間
H
H
六
か
月
以
内

⑦
返
済

l
元
金
均
等
返
済

⑧
担
保
・
保
証
人

l
必
要
な
し

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
〉

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
金
融
公
庫

業
務
部
、
ま
た
は
各
県
の
環
衛
組
合
、

環
衛
指
導
セ
ン
タ
ー
並
び
に
銀
行
、

信

用
金
庫
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電

話

の

公

売

収
税
課
収
税
係

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
2
4
3

有
線
②
0
6
9
1

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、

上
田
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入

権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と
き
:
・
八
月
二
十
二

日
附
午
前
九

時
三
十
分
(
受
付
は
、
午
前
九
時

か
ら
九
時
三
十
分
)

と
こ
ろ
:
・
市
役
所
南
庁
舎
五
階

方
法
:
・
競
争
入
札

7はま

E尾て
ど沢 出
りニL <=l 

Pa' ~ 口口
い春料
ふさ
わん大
せへき
(含 き
だ儲か

~ 4 e" 
'; 3詳

3 細

台

数

・
・
当
日
決
定

公
売
公
告
の
場
所
:
市
役
所
、
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税

務
署
、

上
小
地
方
事
務
所

入
札
参
加
者
・
・
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

り
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
場
合
に
は
、
必
ず
本
人

自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・・・
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者

が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

国
際
理
解
・
国
際
協
力

ポ
ス
タ
ー
-

作
文
を
募
集

長
野
県
県
民
生
活
課
外
事
係

官

0
2
6
2
⑧
3
4
1
3

〈
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
〉

内
容
リ
国
際
理
解
・
国
際
協
力
の

趣
旨
に
基
づ
い
て
、
国
際
連
合
や

ユ
ネ

ス
コ
の
精
神
、
そ
の
実
践
活

動
、
人
権
尊
重
の
意
義
な
ど
を
表

わ
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
。

応
募
の
種
類

1
A
級

小

学
生
、

B

級

中
学
生
、

C
級

高

校

生

、

D
級
一
般
(
大
学
生
を
含
む
)
。

な
お
、
作
品
の
裏
面
に
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業

(
在
学
生
は

学
校
名

・
学
年
)
を
明
記
の
こ
と
。

ら
同
二
十
八
日
出
(
た
だ
し
、
期

間
内
で
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

規
格
・
材
料

l
A
級

・
B
級
は
四
ヅ

切
(
三
十
九
仰
×
五
卜
何
仰
)
以

下、

C
級
・

D
級
は
半
さ
い
(
五

十
四

m
×
七
十
八
仰
)
ま
た
は
四

ツ
切
。
材
料
は
ク
レ
ヨ
ン
、
ク
レ

パ
ス
、

水
彩
絵
の
具
、
ポ
ス
タ
ー

カ
ラ
ー
な
ど

応
募
期
限
H
H
八
月
三
十

一
日
出
(
締

切
日
ま
で
の
消
印
有
効
)

〈
全
国
中
学
生
の
作
文
募
集
〉

内

容

l
題
は
自
由
で
す
。
作
文
の

内
容
は
、
国
際
理
解
・
国
際
協
力

の
趣
旨
に
沿
い
、

学
校

・
家
庭
・

社
会
に
お
け
る
作
者
の
研
究
や
体

験
・
実
践
に
基
づ
い
た
も
の
。

応
募
資
格
H
H
中
学
生

原
稿
制
限
H
H
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

三
枚
以
内
と
し
、
原
稿
に
は
氏
名
、

住
所
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
す

る
こ
と
。

応
募
期
限
H
H
九
月
七
日
出

(締
切
日

ま
で
の
消
印
有
効
)

〈
審
査
〉

ポ
ス
タ
ー
、
作
文
と
も
に
県
審
査

と
全
国
審
査
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
入

賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

〈
応
募
先
〉

ポ
ス
タ
ー
、
作
文
と
も
に
「
一
T
3

8
0

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下

六
九
二

l
二
長
野
県
生
活
環
境
部

県
民
生
活
課
内
日
本
国
際
連
合
協

会
長
野
県
本
部
」
へ

。
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回
は

乳
房
集
団
検
診
を

掲
載
し
ま
す
。

昨
年
、
上
田
市
で
は
二
千
三
百
十

六
人
が
乳
ガ

ン
検
診
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の

六
十
六
人
が
精
密
検
査

を
受
け
、
そ
の
結
果
、
乳
ガ
ン
一
人
、

線
維
腺
腫
九
人
、
乳
腺
症
な
ど
乳
腺

疾
患
三
十
人
が
み
つ
か

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
受
診
す
る
人
は

少
な
く
、
三
十
歳
以
上
の
女
性
の
受

問年金を受けている皆さんへ

申立書は提出されましたか

福祉年金の受給権のある人に「公的年金受給状

'0.譲渡所得の有無申立書」という往復はがきを

必りしました。

申立書の提 出がありませんと、証書へ支払額を

ょすることができず、証書 をお返しできません。

♂提出さ れていない人は、必要な項目をもれな

記入し押印のうえ、お早めにお送りくださし、。

診
率
は
六
1
七
%
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

乳
ガ

ン
は
、
女
性
の
ガ
ン
の
中
で

死
亡
率
は
四
番
目
で
す
が
、
胃
ガ
ン
、

子
宮
ガ
ン
が
年
々
減

っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
乳
カ

ン
は
毎
年
の
よ
う
に

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
は
諸
外

国
よ
り
、
乳
ガ

ン
に
な
る
人
は
少
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
増

え
続
け
て
い
る
理
由
の

一
つ
に
、
食

生
活
が
欧
米
化
し
、
動
物
性
脂
肪
を

多
く
取
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
他
に
、
乳
ガ
ン
は
女
性
ホ
ル

モ
ン
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
意
味
で
、
次
の
よ

う
な
人
は
特
に
注
意
が
必
要
と
思
わ

年金証書をお出しください

1月は、 福祉年金を受けている人が証書を市役

ト提出する月です。

福祉年金は、全額国の負担で支払われているた

h、本人や家族の方に一定額以上の所得があ った

H、本人が他の公的年金を受けている場合などに

;、支給が停止されます。 これらに該当するかど

ゆ、毎年 8月に調査が実施され、今年 1年聞の

i払領カ、決定されます。

提出していただいた証書 には、支払額が記入さ

Ilますが、 提出が遅れますと記入ができませ んの

7、必す提:出してくださし、。

れ
ま
す
。

①
未
婚
の
人

②
結
婚
し
て
も
子
供
の
い
な
い
人

③
三
十
歳
を
過
ぎ
て
、
初
め
て
出
産

し
た
人

④
初
潮
が
早
か

っ
た
人
、
ま
た
高
年

齢
ま
で
生
理
が
あ

っ
た
人

⑤
家
族
に
乳
ガ
ン
に
か
か

っ
た
人
が

い
る
人

⑥
乳
腺
の
病
気
に
か
か

っ
た
こ
と
の

あ
る
人

月
一
回
の
自
己
検
診
も

乳
ガ
ン
は
、
初
期
の
段
階
で
自
分

で
も
み
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一

の
ガ

ン
で
す
。
そ
の
発
見
の
目
安
は
、

証書の提出は民生委員さんヘ

市では、 福祉年金証書の提出が円滑に行われる

守、各地区の民生委員さんに回収をお願いして

¥¥1す。

お盆過ぎから民生委員 さんが、それぞれのお宅

愉問して証書をお預りしますので、 8月支払い

町福祉年金を早めに受け取り、民生委員さんにす

t提出できるよう用意をしておいてください。

(融年金課年金係官⑫ 4100内線284・有線②0711>

痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
い

、
ち
ょ
っ

と

し
た
し
こ
り
で
す
。
痛
み
が
な
い

の

で
、
島
分
で
触
れ
て
み
な
い
か
ぎ
り

わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
う

っ
か
り
し

て
い
る
と
症
状
が
か
な
り
進
ん
で
し

ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

月

一
回
は
定
期
的
に
自
己
検
診
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
自
己
検
査
法
に
つ

い
て
は
、
集
団
検
診
の
時
に
保
健
婦

が
説
明
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
市
で
行
う
集
団
検
診

で
は
、
保
健
婦
に
よ
る
問
診
、
外
科

医
師
に
よ
る
視
診
・
触
診
を
行
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
し
こ
り
の
あ
る
人
、

乳
腺
の
病
気
を
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、

家
族
に
乳
ガ
ン
に
か
か

っ
た
人
が
い

る
人
、
乳
房
が
大
き
く
触
診
で
は
わ

か
り
に
く
い
人
は
、
検
診
車
で
超
音

波
検
査
を
し
ま
す
。

そ
の
結
果
に
よ
り
、
精
密
検
査
が

必
要
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
も
ら
い

ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要
と
い
わ
れ

た
人
は
、
「
げ

ン
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う

し
よ
う
」
と
迷

っ
て
い
な
い
で
、
で

き
る
だ
け
早
く
医
療
機
関
で
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

乳
ガ

ン
は
、
早
期
に
発
見
し
、
治

療
す
れ
ば
大
多
数
の
人
が
完
全
に
治

る
ガ
ン
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
三

十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
月

一
回
の
'H
己

検
診、

年

~
固
め
集
団
検
訟
を
必
ず

4
A
U
リ

A
U
L
3
7
・
九

w

・2

6
1
7
%
の
受
診
率

ガ
ン
は
、
初
期
の
う
ち
は
症
状
が

な
く
、
本
人
が
知
ら
な
い
う
ち
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。
カ
ン
か
ら
体
を
守

る
に
は
、
定
期
的
に
ガ

ン
検
診
を
受

け
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

乳
ガ

ン
と
乳
房
集
団
検
診
に
つ
い
て
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